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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｇ   4/18     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   4/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｇ   4/24    ３２１Ｄ
   Ｈ０１Ｇ   4/24    ３０１Ｃ
   Ｈ０１Ｇ   4/24    ３０１Ｅ
   Ｈ０１Ｇ   4/32    ３０５Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月25日(2011.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
誘電体フィルム上に金属蒸着電極を形成した金属化フィルムを一対とし、金属蒸着電極が
誘電体フィルムを介して対向するように重ね合わせて巻回した素子と、この素子の両端面
に金属溶射によって形成された一対のメタリコン電極からなる金属化フィルムコンデンサ
において、金属化フィルムとして、誘電体フィルムの幅方向の一端側に非金属蒸着部から
なる絶縁マージンを長手方向に連続して設け、この絶縁マージンを除く部分に金属蒸着電
極を形成すると共に、金属化フィルムの一端側に設けた絶縁マージンと異なる側の端部に
、金属蒸着電極を厚く形成して抵抗値を低くした低抵抗部を設け、絶縁マージンを除いて
形成された金属蒸着電極上にオイル保護膜を形成し、低抵抗部上に形成するオイル保護膜
の厚みを、低抵抗部を除く金属蒸着電極上に形成されたオイル保護膜の厚さの９０％以下
とした金属化フィルムコンデンサ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記課題を解決するために本発明は、誘電体フィルム上に金属蒸着電極を形成した金属
化フィルムを一対とし、金属蒸着電極が誘電体フィルムを介して対向するように重ね合わ
せて巻回した素子と、この素子の両端面に金属溶射によって形成された一対のメタリコン
電極からなる金属化フィルムコンデンサにおいて、金属化フィルムとして、誘電体フィル
ムの幅方向の一端側に非金属蒸着部からなる絶縁マージンを長手方向に連続して設け、こ
の絶縁マージンを除く部分に金属蒸着電極を形成すると共に、金属化フィルムの一端側に
設けた絶縁マージンと異なる側の端部に、金属蒸着電極を厚く形成して抵抗値を低くした
低抵抗部を設け、絶縁マージンを除いて形成された金属蒸着電極上にオイル保護膜を形成
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し、低抵抗部上に形成するオイル保護膜の厚みを、低抵抗部を除く金属蒸着電極上に形成
されたオイル保護膜の厚さの９０％以下とした構成のものである。
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